
　

規
範
主
義
を
と
る
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
大

陸
法
の
国
々
と
、
判
例
主
義
を
と
る
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
英
米
法
の
国
々
と
で
は
、
物
事
を
発
想

す
る
方
法
も
社
会
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
も
根
本
的
に

異
な
る
。
敗
戦
を
契
機
に
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
看
板

を
民
主
主
義
国
家
に
書
き
換
え
英
米
化
し
た
よ
う
に

見
え
る
日
本
社
会
で
は
あ
る
が
、
明
治
以
来
法
律
で

も
医
学
で
も
音
楽
で
も
あ
ら
ゆ
る
面
で
手
本
に
し
て

き
た
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
発
想
法
、
シ
ス
テ
ム

は
い
ま
だ
に
日
本
社
会
の
深
層
に
沈
殿
し
て
い
て
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
日
本
式
発
想
法
、
シ
ス
テ
ム
と

解
け
合
っ
て
世
の
中
を
動
か
し
て
い
る
。
日
本
社
会

は
よ
ほ
ど
変
革
し
に
く
い
体
質
の
よ
う
だ
。
と
こ
ろ

が
近
年
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
英
米
式
発
想

法
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
導
入
に
よ
り
日
本
社
会
の
体

質
変
革
が
始
ま
っ
た
。
果
た
し
て
日
本
社
会
は
新
た

な
次
元
の
社
会
へ
移
行
で
き
る
の
か
ど
う
か
。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
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ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
スススススススススススススススススススス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

民
主
主
義
の
原
点
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　

象
徴
す
る
出
来
事
が
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
導
入

m
an
ifesto

さ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（ 
  
      
＝
政
権
公
約
）

で
あ
る
。
一
昨
年
の
統
一
地
方
選
で
北
川
正
恭
前
三

重
県
知
事
が
提
唱
し
、
総
選
挙
絡
み
で
各
政
党
が
採

用
し
た
政
治
手
法
で
あ
る
が
、
元
来
は
イ
ギ
リ
ス
の

民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す
政
党
政
治
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
有
権
者
が
選
挙
で
政
権
を
選
択
で
き
る
こ
と
を

担
保
す
る
仕
組
み
だ
が
、
そ
の
根
底
に
Ｎ
Ｐ
Ｍ

（
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
本
誌　
13

号
〜　

号
連
載
「
焦
点
・
政
策
評
価
と
行
政
改
革
」

20

参
照
）
の
考
え
方
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
は
政
策
の
目
的
、
達
成
期
限
、
調
達
財
源
、
数

値
目
標
を
明
示
し
た
冊
子
を
販
売
し
て
実
現
を
約
束

す
る
。
そ
の
導
入
は
日
本
社
会
の
有
権
者
を
起
点
に

し
て
い
な
い
公
職
選
挙
法
、
無
党
派
層
な
ど
に
見
限

ら
れ
た
政
党
政
治
、
権
益
を
手
放
さ
ず
巨
大
化
す
る

行
政
組
織
、
社
会
秩
序
に
背
く
行
為
が
絶
え
な
い
企

業
、
政
治
参
加
意
識
に
欠
け
る
国
民
を
痛
打
し
た
。
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戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
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欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠欠
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
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社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
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■
戦
略
思
考
に
欠
け
る
日
本
社
会

　

三
重
県
の
行
政
の
在
り
方
を
大
き
く
変
え
た
Ｎ
Ｐ

Ｍ
は
そ
の
後
、
一
部
の
地
方
自
治
体
や
す
べ
て
の
中

央
省
庁
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
官
治
国
家
で
あ
る
わ

が
国
の
行
政
の
在
り
方
を
徐
々
に
変
え
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
、
新
た
に
注
目
を
集
め
て
い
る
考
え
方
は
、

戦
略
思
考
で
あ
る
。
行
政
機
関
の
行
財
政
運
営
や
企

業
の
経
営
な
ど
幅
広
い
分
野
に
導
入
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
戦
略
と
は
、
文
字
通
り
戦
争
で
戦
術
に
対
比
し

て
用
い
ら
れ
る
概
念
だ
が
、
欧
米
社
会
で
は
古
く
か

ら
日
常
的
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
用
い
ら
れ
て
き
た
の

に
対
し
、
わ
が
国
で
は
軍
事
用
語
の
レ
ベ
ル
に
と
ど

ま
っ
て
き
た
。軍
事
用
語
と
し
て
の
戦
略
の
意
味
は
、

プ
ロ
イ
セ
ン
の
士
官
学
校
長
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が

著
書
「
戦
争
論
」
で
述
べ
て
い
る
「
戦
争
の
目
的
に

沿
っ
て
戦
闘
を
運
用
す
る
方
策
」
と
い
う
こ
と
で
全

世
界
の
理
解
が
一
致
し
て
い
る
。
大
局
的
運
用
で
は

戦
略
と
な
り
、
局
部
的
運
用
で
は
戦
術
と
な
る
。
企

業
も
自
治
体
も
サ
バ
イ
バ
ル
時
代
に
な
っ
た
こ
と
で

注
目
度
が
高
ま
っ
た
概
念
と
な
っ
た
。
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義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義
をををををををををををををををををををを

行
政
と
企
業
の
経
営
に
成
果
主
義
を

　
「
戦
略
」概
念
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
で
使
わ
れ

る
場
合
も
基
本
的
に
は
軍
事
用
語
と
同
じ
意
味
で
あ

る
が
、
そ
の
場
合
は
「
達
成
す
べ
き
目
的
や
目
標
を

設
定
し
、
そ
の
実
現
手
段
を
複
数
立
案
し
、
そ
の
中

か
ら
最
も
よ
い
手
段
を
選
択
し
実
行
を
決
断
す
る
」

と
い
う
よ
う
な
意
味
に
な
る
。
ま
さ
に
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
構
造
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
略
思
考

に
は
、
正
確
な
現
状
分
析
、
情
報
収
集
、
柔
軟
な
発

想
、
志
の
明
確
さ
な
ど
が
必
要
に
な
り
、
論
理
的
で

合
理
的
な
思
考
法
が
求
め
ら
れ
、
日
頃
の
経
営
資
源

の
調
達
と
運
用
の
在
り
方
、
外
部
環
境
変
化
に
適
応

し
た
内
部
条
件
整
備
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
結
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果
責
任
主
義
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
る
。
戦
略
思

考
は
日
本
社
会
で
こ
そ
普
及
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

政
治
、
外
交
、
科
学
、
経
営
、
教
育
な
ど
人
間
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
行
為
に
付
随
す
る
思
考
様
式
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
九
三
年
の
政
府
業
績
成
果
法

（
Ｇ
Ｐ
Ｒ
Ａ
）で
連
邦
政
府
機
関
の
す
べ
て
に
対
し
戦

略
目
標
の
設
定
（
戦
略
計
画
書
）
を
求
め
、
米
国
航

空
宇
宙
国
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
で
さ
え
大
統
領
と
議
会
に

そ
の
報
告
書
を
提
出
す
る
。
つ
ま
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
政
策
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
概
念
な
の

で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
欄
で
述
べ
る
意
味
は
、
ま
ず
県
内

の
自
治
体
の
行
政
計
画
に
戦
略
思
考
を
導
入
す
る
こ

と
を
求
め
た
い
か
ら
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
は
地
方

自
治
法
第
二
条
で
市
町
村
に
基
本
構
想
の
策
定
を
義

務
付
け
て
い
る
の
で
、
県
内
の
全
市
町
村
が
基
本
構

想
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
山
形
県
も
、
平
成
七
年

の
「
新
総
合
発
展
計
画
」
ま
で
八
次
に
わ
た
り
総
合

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
地
域
社
会
づ
く

り
の
「
憲
法
」
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
現
在
の
よ
う

に
変
化
の
激
し
い
時
代
、
閉
塞
感
に
満
ち
た
社
会
状

況
、
財
政
難
で
経
営
革
新
が
迫
ら
れ
て
い
る
情
勢
下

で
は
、
従
来
の
よ
う
な
総
合
計
画
で
は
局
面
を
打
開

で
き
な
い（
表
１
参
照
）。
そ
れ
は
企
業
経
営
で
も
同

じ
で
あ
る
。
行
政
機
関
と
比
べ
れ
ば
以
前
か
ら
中
期

業
務
計
画
な
ど
に
戦
略
思
考
を
導
入
し
て
い
る
企
業

が
多
い
も
の
の
、

企
業
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
、
理
念
）

や
ビ
ジ
ョ
ン
（
事

業
目
的
）
を
原
点

に
立
ち
返
っ
て
検

証
す
る
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
域

活
動
グ
ル
ー
プ
な

ど
も
こ
ぞ
っ
て
戦

略
思
考
回
路
を
イ

ン
プ
ッ
ト
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
国
民

一
人
ひ
と
り
が
戦

略
思
考
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本
社
会
の
最
大
の
弱
点
で
あ

る
戦
略
思
考
の
貧
困
さ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
欠
如
を

補
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
山
形
県
は
未
来
社
会
で
も

生
き
残
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
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■
目
的
を
明
確
に
し
政
策
を
重
点
化

　

国
内
の
自
治
体
で
は
行
政
計
画
に
戦
略
計
画
を
導

入
す
る
と
こ
ろ
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。
静
岡
県

浜
松
市
は
、「
第
四
次
市
基
本
計
画
」
と
「
浜
松　

ま
21

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
と
の
間
に
「
戦
略
計
画
２
０
０

４
」
を
位
置
づ
け
、
市
政
を
取
り
巻
く
情
勢
変
化
を

踏
ま
え
な
が
ら
政
策
の
優
先
順
位
や
重
点
的
な
資
源

配
分
を
行
い
、
目
的
志
向
、
成
果
志
向
の
行
財
政
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
底
流
に
は
顧

客
（
住
民
）
志
向
、
成
果
志
向
、
競
争
原
理
、
権
限

委
譲
の
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
の
実
践
が
あ
り
、
実
効
性

あ
る
具
体
的
な
計
画
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

三
重
県
四
日
市
市
で
は
、「
何
を
」、「
な
ぜ
」、「
誰
の

た
め
に
」
行
う
の
か
と
組
織
ご
と
に
使
命
を
再
確
認

し
な
が
ら
事
業
を
評
価
す
る
業
務
棚
卸
表
を
作
成
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
部
長
級
以
上
で
議
論

し
て
市
の
重
点
政
策
を
決
め
戦
略
計
画
化
し
て
い

る
。山
形
県
内
で
も
、「
エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
環
境
、
農
業
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
社
会
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
領
域
を
束
ね
て
重
点
的
に
取
り
扱
う

課
を
設
け
た
藤
島
町
は
情
勢
変
化
に
対
応
し
て
政
策

を
重
点
化
し
機
動
的
に
運
用
し
て
い
る
限
り
で
は
戦

略
計
画
の
性
格
を
帯
び
る
取
り
組
み
と
言
え
よ
う
。

　

ど
ん
な
事
業
領
域
に
進
出
す
る
か
が
生
死
を
左
右

す
る
企
業
の
場
合
は
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
（
表
２
参
照
）

を
行
い
戦
略
計
画
を
策
定
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
競

争
原
理
が
働
か
な
い
行
政
機
関
に
も
政
策
の
有
効
性

が
問
わ
れ
戦
略
計
画
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
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表１　自治体の総合計画と戦略計画

表２　SWOT分析の枠組みとその適用戦略

戦 略 計 画総合計画の欠陥総合計画の長所

目的を明確にし成果を重視した政策総花的で重点が不明確な政策体系的で整合性のある政策特徴

時代の変化に適応して施策を展開変化の激しい時代に適応できない将来の状況変化を予測して策定内容

組織ミッション、地域ビジョンをリニューアル必要がなくなった施策でもやめにくい３層構造で優先順位を弾力化執行

計画立案に当初から住民が参加住民意志の反映が形式的で不十分行政手続きを踏みオーソライズ過程

権限委譲による責任の明確化実施主体、責任の所在があいまい全庁的な取り組みを目指す体制

経営資源を重点的、有機的に投入資源配分が分散し投入効果が薄い盛り込まれた施策の実行を担保経営

弱み（Ｗ）
Weaknesses

強み（Ｓ）
Strengths

内部資源

外部環境

【WO戦略】
機会を最大限に活用
し弱みを克服する

【SO戦略】
強みを生かし、機会
を最大限に活用する

機会（Ｏ）
Opportunities

【WT戦略】
弱みを最小限にして
脅威を回避する

【ST戦略】
強みを生かし、脅威
を最小限にとどめる

脅威（Ｔ）
Threats


